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大町市の企業紹介
―地域を支える地方企業―

　毎月１日号の広報おおまちで、市内の企業を紹介しています。内容

は各会社から提出いただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望

する企業は、商工労政課（℡　内線５４１）までご連絡ください。

　

大
糸
タ
イ
ム
ス
は
地
元

の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
出
来

事
を
拾
い
、
ま
た
「
告
知

板
」
と
し
て
行
事
を
お
知

ら
せ
し
、
地
域
オ
ピ
ニ
オ

ン
を
発
信
す
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
紙
で
す
。
そ

の
基
本
姿
勢
は

〝地
元
の

応
援
団
〞

で
す
。

　

今
春
実
施
し
ま
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
80
％
余

り
の
方
々
か
ら
「
身
近
な

こ
と
が
わ
か
る
」
「（
紙
面

内
容
が
）
良
く
な
っ
た
」
と
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
、
20
％
余
り
の

方
々
か
ら
「
ニ
ュ
ー
ス
が
遅
い
」
「
記

事
に
突
っ
込
み
が
足
り
な
い
」
「
休
刊

日
が
多
い
」
と
の
ご
不
満
を
い
た
だ
き
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
糸
タ
イ
ム
ス
の
前
身
「
信
濃
大
町

弘
報
」
は
終
戦
直
後
の
昭
和
21
年
（
１

９
４
６
年
）８
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

混
乱
期
の
な
か
、
「
郷
土
か
ら
社
会
悪

を
追
放
し
て
明
る
い
平
和
な
郷
土
を
つ

く
ろ
う
」
と
、
ザ
ラ
紙
に
ガ
リ
バ
ン
刷

り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
青
少
年
の

健
全
育
成
を
願
い
、
少
年
野
球
大
会
や

東
西
野
球
大
会
を
主
催
し
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
、
株
式
会
社
に
法
人
化
す

る
と
と
も
に
、
国
鉄
大
糸
線
沿
線
を
発

水
力
発
電
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

を
発
生
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
電
気
を
作
っ
て
い

ま
す

　

当
事
業
所
は
、
昭
和
54
年
６
月
の
高

瀬
川
再
開
発
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
お

か
げ
さ
ま
で
発
足
30
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

業
務
は
、
水
力
発
電
設
備
の
運
転
・

保
守
・
管
理
で
、
関
東
圏
へ
電
気
を
送

電
し
て
い
ま
す
。
設
備
は
、
高
瀬
・
七

倉
ダ
ム
２
カ
所
、
新
高
瀬
川
発
電
所
を

含
む
５
カ
所
の
発
電
所
（
水
車
９
台
）

で
、
合
計
出
力
１
３
４
万
４
、
９
０
０

Ｋ
ｗ
の
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
新
高
瀬
川
発
電
所
で
は
、昼
間
、

電
気
が
た
く
さ
ん
使
用
さ
れ
る
時
に
発

地
元
の
応
援
団

電
を
行
い
、
比
較

的
、
電
気
が
使
用

さ
れ
な
い
夜
間
に

は
、
発
電
に
使
用

し
た
水
を
七
倉
ダ

ム
か
ら
高
瀬
ダ
ム

に
汲
み
上
げ
て
利

用
す
る
揚
水
発
電

を
行
っ
て
、
貴
重

な
水
資
源
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
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行
エ
リ
ア
と
す
る
地
元
紙
「
大
糸
タ
イ

ム
ス
」
に
題
号
を
変
更
。
昭
和
29
年
、

合
併
に
よ
る
大
町
市
の
誕
生
に
合
わ

せ
、
日
刊
紙
（
日
曜
、
祝
日
休
刊
）
と

し
ま
し
た
。
創
刊
以
来
、
地
元
の
皆
さ

ま
の
ご
愛
読
、
ご
支
援
を
賜
り
、
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
月
曜
日

休
刊
。
月
額
１
、
７
０
０
円
。
９
月
か

ら
日
曜
日
付
け
紙
面
に
月
曜
日
の
テ
レ

ビ
番
組
表
を
掲
載
し
ま
す
。

で
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
瀬
ダ
ム
は
、
高
さ
１
７
６

ｍ
で
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
方
式
の
ダ
ム
と

し
て
は
、
日
本
一
の
高
さ
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

経
営
の
最
重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け

し
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い

で
電
気
を
つ
く
る
水
力
発
電
は
、
低
炭

素
社
会
の
実
現
の
た
め
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
常
の
事
業
活
動
の
中
で
、

大
町
や
ま
び
こ
ま
つ
り
へ
の
参
加
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
行
事
、
地
元
自
治
会

と
の
花
の
植
栽
、
河
川
沿
い
道
路
の
ご

み
拾
い
等
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。
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